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政
府
主
催
の
「
東
日
本
大

震
災
八
周
年
追
悼
式
」
が
、

11
日
、
国
立
劇
場
で
行
わ
れ

た
。
秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
の

ご
臨
席
の
も
と
、
安
倍
晋
三

内
閣
総
理
大
臣
、
衆
参
両
院

議
長
、
最
高
裁
判
所
長
官
、

遺
族
お
よ
び
被
災
者
の
方
た

ち
が
参
列
。
本
会
か
ら
は
、

山
田
一
仁
会
長
（
札
幌
市
議

会
議
長
）
が
出
席
し
た
。

地
震
発
生
時
刻
の
午
後
2

時
46
分
か
ら
1
分
間
、
黙
と

う
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

秋
篠
宮
殿
下
は
「
お
こ
と

ば
」
の
中
で
、
「
困
難
な
状

況
の
中
に
い
る
人
々
が
、
誰

一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
少
し
で
も
早
く
平
穏
な

日
常
の
暮
ら
し
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た

復
興
の
歩
み
が
着
実
に
進
展

し
て
い
く
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
私
た
ち
皆
が
心
を
一
つ
に

し
て
被
災
し
た
地
域
や
人
々

に
末
永
く
寄
り
添
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
。
今
な
お
困
難

を
背
負
い
な
が
ら
も
、
復
興

に
向
け
て
日
々
努
力
を
続
け

て
い
る
人
々
に
思
い
を
寄
せ
、

一
日
も
早
く
安
ら
か
な
日
々

が
戻
る
こ
と
を
皆
で
祈
念
し
、

御
霊
へ
の
追
悼
の
こ
と
ば
と

い
た
し
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ

た
。安

倍
総
理
は
式
辞
で
、
震

災
か
ら
8
年
が
経
過
し
、
被

災
地
の
復
興
が
着
実
に
前
進

し
て
い
る
と
し
た
上
で
、
い

ま
だ
不
自
由
な
生
活
を
送
っ

て
い
る
人
々
が
い
る
こ
と
に

も
触
れ
、
政
府
と
し
て
今
後

も
、
被
災
者
一
人
一
人
が
置

か
れ
た
状
況
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
生
活
再
建
の
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
い
、
復
興
を
加
速

さ
せ
る
と
強
調
。
「
今
後
、

ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
に
至
る

ま
で
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
、
3
年
間
集
中
で
、
災
害

に
強
い
国
創
り
、
国
土
強
靱

化
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
、

改
め
て
、
こ
こ
に
固
く
お
誓

い
い
た
し
ま
す
」
と
強
い
決

意
を
表
し
た
。

遺
族
代
表
ら
が
追
悼
の
辞

を
述
べ
、
参
列
者
に
よ
る
献

花
が
行
わ
れ
た
。

政
府
は
8
日
、「
地
域
の
自

主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る

た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律

案（
第
9
次

地
方
分
権
一

括
法
）」を
閣

議
決
定
し
、

今
国
会
に
提

出
し
た
。
事

務
・
権
限
の

移
譲
や
義
務

付
け
・
枠
付

け
の
見
直
し

な
ど
が
行
わ
れ
る
。

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
の
保
育
教
諭
の
要
件
の
経

過
措
置
期
間
の
延
長
は
豊
中

市
、
館
山
市
な
ど
が
求
め
て

い
た
。
2
0
1
9
年
度
末
ま

で
設
け
ら
れ
て
い
る
特
例
が

24
年
度
ま
で
の
5
年
間
延
長

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本

特
例
は
、
保
育
士
と
幼
稚
園

教
諭
免
許
の
両
方
の
資
格
を

持
つ
こ
と
が
保
育
教
諭
の
要

件
で
あ
る
と
こ
ろ
を
片
方
の

資
格
保
有
者
で
も
可
能
と
す

る
も
の
。
施
設
の
人
材
確
保
、

運
営
の
安
定
化
に
資
す
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
従

事
す
る
者
と
、
そ
の
員
数
基

準
を
「
従
う
べ
き
基
準
」
か

ら
「
参
酌
す
べ
き
基
準
」
へ

柔
軟
化
す
る
見
直
し
は
、
豊

田
・
う
る
ま
・
本
巣
・
中
津

川
・
出
雲
・
松
山
・
広
島
市

な
ど
が
求
め
て
い
た
。
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を

参
酌
し
つ
つ
、
市
町
村
が
条

例
で
定
め
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。
事
業
の
質
を
担
保

し
た
上
で
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
運
営
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

同
法
案
は
「
平
成
30
年
の

地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関
す

る
対
応
方
針
」
（
30
年
12
月

25
日
閣
議
決
定
�
2
0
7
3

号
6
・
7
面
掲
）
を
踏
ま
え
、

関
係
法
律
の
整
備
を
行
う
も

の
で
、
13
法
律
を
一
括
改
正
。

事
務
・
権
限
の
移
譲
が
1
法

律
、
義
務
付
け
・
枠
付
け
の

見
直
し
な
ど
が
12
法
律
と
な

る
。
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平
成
9
年
、
市
制
1
0
0

周
年
記
念
で
四
日
市
市
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
こ
に
ゅ
う
ど
う
く
ん
」
は

生
ま
れ
た
。
8
月
開
催
の
大

四
日
市
ま
つ
り
の
名
物
「
大

入
道
」
の
子
ど
も
で
あ
る
。

ま
だ
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
い
う
言

葉
は
な
く
、
時
代
の
先
駆
け

だ
っ
た
。

同
じ
年
、
四
日
市
市
議
会

で
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
設
、
委
員
会
な
ど
の
公
開

や
委
員
会
室
へ
の
傍
聴
用
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
の
設
置
、
全
議

員
を
対
象
に
し
た
議
案
聴
取

会
の
実
施
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

議
会
改
革
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

22
年
前
か
ら
、
先
進
的
に

議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

る
四
日
市
市
議
会
に
、
竹
野

か
ね
ゆ
き

兼
主
議
長
と
、
こ
れ
ま
で

に
3
回
議
長
を
務
め
、
第

1
回
全
国
市
議
会
議
長
会

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
た

中
森
愼
二
議
員
を
訪
ね
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

◇

議
員
提
案
に
よ
る
政
策

条
例
制
定
・
改
正
へ
の
取

り
組
み
。
竹
野
議
長
は
四

日
市
市
議
会
の
特
徴

で
あ
る
「
全
議
員
が

自
由
に
議
論
す
る

場
」
に
つ
い
て
語
っ

て
く
れ
た
。
12
年
8

月
に
、
各
会
派
か
ら
検

討
し
た
い
テ
ー
マ
を
募

集
し
議
員
全
体
で
議
論

を
行
う
市
政
活
性
化
推

進
等
議
員
懇
談
会（
市

活
懇
）が
発
足
。17
年
度

に
発
展
的
に
議
員
政
策

研
究
会（
議
政
研
）と
な
っ
た
。

「
議
政
研
で
認
め
ら
れ
た
テ

ー
マ
は
特
別
委
員
会
に
上
げ

ら
れ
、
さ
ら
に
議
論
さ
れ
議

会
に
上
が
る
三
段
ロ
ケ
ッ
ト

方
式
。
17
年
の
自
治
基
本
条

例（
理
念
条
例
）の
制
定
か
ら

30
年
ま
で
の
14
年
間
に
10
件

の
政
策
条
例
制
定
・
改
正
を

行
っ
た
。昨
年
は
、障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
推

進
す
る
条
例
を
制
定
し
た
」

中
森
議
員
は
「
議
政
研
も

市
活
懇
も
な
い
時
は
、
各
会

派
に
提
案
会
派
が
事
前
説
明

に
回
っ
て
い
た
。
手
間
も
時

間
も
か
か
る
。
そ
れ
な
ら
み

ん
な
で
作
り
上
げ
た
ほ
う
が
、

と
い
う
生
活
の
知
恵
か
ら
出

て
き
て
、
そ
ん
な
崇
高
な
も

の
で
は
な
い
ん
で
す
」
と
笑

う
。研

修
の
充
実
で
は
、
29
年

に
山
梨
学
院
大
学
法
学
部
の

江
藤
俊
昭
教
授
に
よ
る
「
こ

れ
か
ら
の
議
会
改
革
に
つ
い

て
」
な
ど
、
30
年
11
月
に
は

東
京
大
学
法
学
部
・
大
学
院

法
学
政
治
学
研
究
科
の
金
井

利
之
教
授
に
よ
る
「
政
策
・

予
算
と
自
治
体
議
会
」
を
受

講
。
「
議
員
全
体
が
共
通
知

識
を
持
つ
こ
と
で
、
改
革
へ

の
意
識
合
わ
せ
が
で
き
る
。

政
務
活
動
と
は
違
う
側
面
を

学
ぶ
こ
と
で
、
団
結
す
る
こ

と
や
全
国
の
流
れ
を
34
人
が

共
有
で
き
る
。
各
議
員
の
能

力
が
底
上
げ
さ
れ
、
市
長
部

局
と
正
面
か
ら
議
論
で
き
る

こ
と
で
議
会
の
権
能
が
高
ま

る
」
（
中
森
議
員
）

竹
野
議
長
も
「
全
議
員
が

完
全
に
同
じ
認
識
を
持
つ
こ

と
は
難
し
い
が
、
少
な
く

と
も
各
議
員
が
問
題
を
意

識
で
き
る
。
研
修
会
は
そ

の
役
目
を
担
っ
て
く
れ

る
」
と
語
る
。

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
委

員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
な
ど
、
議
会
の
情
報

公
開
に
つ
い
て
、
導
入
の

発
案
者
の
一
人
で
あ
る
中
森

議
員
は
「
委
員
会
の
公
開
な

ど
を
進
め
る
中
で
、
本
会
議

場
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
や
表

決
シ
ス
テ
ム
、
市
民
へ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
議
案
の

事
前
意
見
募
集
等
を
行
っ
た
。

と
に
か
く
議
会
が
動
い
て
、

市
民
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
基
本
」
と
力
説
す

る
。
表
決
シ
ス
テ
ム
導
入
に

よ
っ
て
議
員
の
意
識
も
大
き

く
変
化
。
瞬
時
に
議
員
の
賛

否
が
示
さ
れ
る
の
で
、
市
民

に
も
評
判
が
よ
い
と
い
う
。

竹
野
議
長
は
「
本
会
議
で
は

資
料
や
パ
ネ
ル
の
投
映
に
利

用
し
て
お
り
、
国
会
よ
り
進

ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
は
」
と
微
笑
む
。

27
年
に
は
議
員
全
員
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
布
し
た
。

議
会
報
告
会
と
シ
テ
ィ
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
現
在
、

報
告
会
を
第
1
部
、
シ
テ
ィ

・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
第
2
部

で
年
4
回
開
催
。
議
会
報
告

会
は
23
年
に
議
会
基
本
条
例

で
定
め
ら
れ
同
年
開
始
さ
れ

た
。
市
民
と
の
情
報
共
有
の

た
め
、
定
例
月
議
会
ご
と
に

議
会
が
直
接
地
域
に
出
向
く
。

議
案
審
査
に
お
け
る
議
論
の

結
果
や
議
会
の
考
え
方
を
市

民
に
報
告
す
る
場
で
あ
る
。

シ
テ
ィ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
、
18
年
に
中
森
議
員
が
最

初
の
議
長
就
任
時
に
実
施
し

た
。
き
っ
か
け
は
「
議
会
を

よ
く
知
ら
な
い
市
民
に
、
本

会
議
場
に
来
て
く
だ
さ
い
、

【
3
面
へ
続
く
】

左上のスクリーンで表決結果掲示
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委
員
会
を
見
て
く
だ
さ
い
と

言
う
ば
か
り
で
、
議
会
が
出

向
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
は
。

市
民
と
議
会
の
距
離
を
縮
め

る
た
め
に
、
も
っ
と
市
民
の

中
に
入
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
」
と
の
思
い
か
ら
。
大
勢

の
市
民
を
前
に
「
ど
ん
な
意

見
が
出
る
か
怖
か
っ
た
」
と

振
り
返
る
。
「
市
民
か
ら
は
、

良
識
的
な
対
話
が
で
き
、
よ

く
や
っ
て
く
れ
た
と
評
価
を

い
た
だ
い
た
。
市
民
と
議
会

の
情
報
共
有
の
意
義
を
実
感

し
た
」
と
い
う
。
し
か
し
近

年
「
報
告
会
と
シ
テ
ィ
・
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
へ
の
参
加
市
民

が
減
っ
て
い
る
」
の
が
悩
み
。

市
中
心
部
や
各
地
区
の
市
民

セ
ン
タ
ー
の
他
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
公
共
施
設
な

ど
で
、
夜
間
や
土
日
に
開
催

す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
る
が
、

な
か
な
か
効
果
が
表
れ
な
い
。

「
議
会
側
が
原
点
に
戻
り
、

緊
張
感
を
高
め
る
な
ど
、
反

省
す
る
必
要
も
あ
る
と
思
う
。

市
民
に
も
、
参
加
す
れ
ば
自

分
の
意
見
を
発
表
で
き
る
こ

と
を
も
っ
と
理
解
し
て
も
ら

え
れ
ば
次
も
参
加
し
て
く
れ

る
の
で
は
」
と
感
じ
て
い
る
。

若
者
た
ち
に
議
会
へ
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
子

ど
も
議
会
な
ど
の
開
催
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

竹
野
議
長
は
昨
年
5
月
、
就

任
時
の
所
信
表
明
で
子
ど
も

議
会
の
開
催
を
提
案
。
「
過

去
行
わ
れ
た
中
学
生
議
会
で

感
銘
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

若
い
世
代
の
意
見
を
聴
き
た

い
と
い
う
思
い
が
強
く
あ
っ

た
」
た
め
で
、
昨
年
行
わ
れ

た
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

約
8
割
が
市
議
会
な
ど
の
地

方
政
治
に
関
心
が
な
い
と
の

回
答
が
あ
っ
た
こ
と
も
大
き

か
っ
た
。
1
月
末
の
土
曜
日

に
高
校
生
議
会
を
開
催
。
28

人
の
高
校
生
が
参
加
し
た
。

実
際
の
議
会
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
議
長
候
補
者
の
所

信
表
明
演
説
も
行
っ
た
。
委

員
会
も
、
広
報
広
聴
委
員
会

の
委
員
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
と
し
て
進
行
。
高
校
生
委

員
長
を
中
心
と
し
て
意
見
書

に
ま
と
め
、
委
員
の
了
承
を

経
て
、
本
会
議
場
で
委
員
長

報
告
を
行
っ
た
。
委
員
長
報

告
に
対
し
表
決
を
行
っ
た
が
、

反
対
も
出
て
、
議
長
が
「
賛

成
多
数
に
よ
り
採
択
さ
れ
ま

し
た
」
と
い
う
議
会
の
実
際

に
即
し
た
運
営
が
行
わ
れ
た

（
意
見
書
一
部
抜
粋
左
下
掲
）。

「
現
実
に
議
会
で
議
論
に

な
っ
て
い
る
、
バ
ス
の
停
留

所
を
だ
れ
も
が
分
か
り
や
す

く
す
る
こ
と
な
ど
を
高
校
生

も
提
案
し
た
こ
と
や
、
第
2

回
は
い
つ
行
わ
れ
る
か
と
い

う
質
問
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
ぜ
ひ
継
続
し
て
い
き

た
い
」
と
竹
野
議
長
は
次
回

へ
の
意
気
込
み
を
示
し
た
。

昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
本

会
第
13
回
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
、
地
方
自
治
総
合
研
究
所

の
今
井
照
主
任
研
究
員
は

「
市
民
参
加
の
制
度
化
さ
れ

た
も
の
が
議
会
だ
が
、
地
域

の
中
で
自
治
体
の
政
治
が
見

え
な
く
な
っ
て
い
る
。
地
域

で
の
議
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
て
い

な
い
か
ら
魅
力
が
伝
わ
ら
な

い
」
と
発
言
。
ま
さ
に
四
日

市
市
議
会
が
情
報
公
開
に
積

極
的
な
の
は
議
会
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

る
た
め
だ
。
今
井
氏
は
「
今

の
若
い
人
は
政
治
を
嫌
う
。

相
手
を
批
判
し
た
り
、
も
め

る
こ
と
を
大
変
嫌
が
る
。
わ

れ
わ
れ
は
も
う
少
し
、
も
め

る
こ
と
や
争
う
楽
し
さ
を
伝

え
て
い
け
た
ら
」
と
も
述
べ

た
が
、
四
日
市
市
議
会
で
行

わ
れ
て
い
る
、
研
修
な
ど
を

通
じ
た
共
通
認
識
に
立
っ
て

の
議
論
や
、
高
校
生
に
議
会

を
経
験
し
て
も
ら
う
こ
と
は

「
楽
し
く
も
め
る
」
こ
と
を

市
民
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
の
思
い
が
あ
る
よ
う
だ
。

中
森
議
員
は
議
会
改
革
に

つ
い
て
、
こ
う
話
し
た
。「
平

成
3
年
4
月
に
初
当
選
し
た

と
き
は
、
情
報
公
開
以
前
の

時
代
で
、
常
任
委
員
会
も
非

公
開
、
議
事
録
も
要
点
筆
記

の
み
だ
っ
た
。
次
第
に
市
民

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
や
情
報
公
開

な
ど
が
動
き
出
し
、
活
字
に

な
っ
て
公
開
さ
れ
る
こ
と
に

敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

時
代
に
な
っ
た
。
10
年
3
月

定
例
会
か
ら
テ
レ
ビ
放
映
が

始
ま
っ
た
。
そ
れ
ま
で
議
会

で
言
っ
て
い
る
こ
と
と
、
地

元
で
言
っ
て
い
る
こ
と
が
全

然
違
う
人
が
い
た
が
、
そ
れ

が
通
じ
な
く
な
っ
た
。
情
報

化
の
す
ご
さ
を
実
感
し
た
」

四
日
市
市
議
選
が
あ
る
4

月
の
統
一
地
方
選
で
、
議
会

改
革
も
大
き
な
テ
ー
マ
。「
こ

に
ゅ
う
ど
う
く
ん
」
の
趣
味

は
人
を
び
っ
く
り
さ
せ
る
こ

と
。
「
全
国
の
市
議
会
を
あ

っ
と
驚
か
せ
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
今
後
も
し
た
い
」（
竹

野
議
長
）
。
四
日
市
市
議
会

の
改
革
は
続
く
。

【
四
日
市
市
】
明
治
30
年
に

全
国
で
45
番
目
の
市
と
し
て

市
制
施
行
。
平
成
29
年
に
1

2
0
周
年
を
迎
え
た
。
石
油

化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
や
、
半

導
体
事
業
な
ど
高
度
部
材
供

給
拠
点
の
形
成
に
よ
り
、
産

業
都
市
と
し
て
発
展
を
維
持

し
て
い
る
。
人
口
は
20
年
10

月
に
31
万
4
8
0
5
人
を
記

録
。31
年
3
月
1
日
現
在
、31

万
2
0
2
9
人
で
、
若
年
層

を
中
心
に
大
き
な
転
入
超
過

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向

を
維
持
し
、
さ
ら
に
子
育
て

世
代
の
定
住
人
口
を
伸
ば
す

た
め
、
新
し
い
こ
と
に
積
極

的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
組
織

風
土
の
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。

【
2
面
か
ら
続
く
】

意
見
書
一
部
抜
粋
（
こ
れ
か

ら
の
公
共
交
通
を
考
え
る
委
員

会
）
▽
バ
ス
の
利
用
環
境
の
向

上
の
た
め
、
近
鉄
四
日
市
駅
の

発
着
場
を
1
つ
に
集
約
し
、
行

き
先
の
表
示
が
他
府
県
か
ら
の

来
訪
者
で
も
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
、
わ
か
り
や
す
い
案
内
表

示
に
す
る
こ
と
▽
自
転
車
通
学

の
際
に
危
険
個
所
に
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
設
置
や
歩
道
と
車
道
の

区
別
を
明
確
に
行
い
、
自
転
車

や
歩
行
者
の
安
全
・
安
心
に
取

り
組
み
交
通
事
故
の
減
少
に
つ

な
げ
る
こ
と
。

平
成
31
年
1
月
26
日

四
日
市
市
議
会
高
校
生
議
会

高校生議長（左）と竹野議長
【提供＝四日市市】
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「
尊
敬
す
る
人
物
は

吉
田
茂
元
首
相
。
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
威
厳
、

さ
ら
に
ユ
ー
モ
ア
を
持

ち
合
わ
せ
、
常
に
日
本

全
体
の
利
益
を
意
識
し

た
政
治
を
行
う
な
ど
、

見
習
う
べ
き
点
は
多
い
。

議
長
職
遂
行
の
参
考
に

し
た
い
」
。
昨
年
12
月

定
例
会
で
第
63
代
鳥
取

市
議
会
議
長
に
選
出
さ
れ
た

山
田
延
孝
副
会
長
は
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
こ
う
語
っ
た
。

鳥
取
市
議
会
は
、
議
会
基

本
条
例
の
制
定
、
反
問
権
の

施
行
、
政
務
活
動
費
領
収
書

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
な
ど
、

多
く
の
改
革
を
実
施
。
そ
の

中
で
山
田
議
長
が
「
想
定
以

上
に
議
員
の
議
会
運
営
に
関

す
る
意
識
向
上
に
寄
与
し
て

い
る
」
と
挙
げ
た
の
が
、
1

年
前
か
ら
始
め
た
議
会
運
営

委
員
会
に
よ
る
定
例
会
総
括
。

政
策
立
案
か
ら
実
行
、
チ
ェ

ッ
ク
、
改
善
を
す
る
、
そ
れ

ぞ
れ
の
英
語
の
頭
文
字
を
取

っ
た「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」

で
言
え
ば
、
チ
ェ
ッ
ク
と
な

る
取
り
組
み
だ
。

「
議
運
の
委
員
の
ほ
か
、

委
員
外
議
員
や
議
会
事
務
局

か
ら
も
定
例
会
中
の
議
会
運

営
に
関
わ
る
課
題
な
ど
に
発

言
で
き
る
こ
と
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
意
見
が
出
る
」
。
例

え
ば
、
「
質
疑
と
質
問
の
区

別
が
つ
い
て
い
な
い
議
員
が

い
る
」
「
請
願
陳
情
に
添
付

さ
れ
て
い
る
参
考
資
料
を
事

前
配
布
し
て
ほ
し
い
」
「
決

算
審
査
特
別
委
員
会
分
科
会

で
の
審
査
の
視
点
は
、
適
正

な
予
算
執
行
か
ど
う
か
で
あ

る
」
「
事
業
別
概
要
の
文
字

が
小
さ
く
て
見
づ
ら
い
」
。

こ
う
し
た
意
見
は
議
員
全
員

に
周
知
さ
れ
る
と
と
も
に
、

執
行
部
に
関
す
る
も
の
は
執

行
部
へ
付
言
す
る
。
「
各
議

員
は
議
会
運
営
の
ル
ー
ル
や

意
義
を
考
え
な
が
ら
行
動
し

て
い
る
よ
う
で
、
議
会
が
う

ま
く
動
い
て
い
る
実
感
が
あ

る
。
執
行
部
に
と
っ
て
も
議

会
の
ル
ー
ル
に
則
っ
て
対
応

す
れ
ば
よ
く
、
プ
ラ
ス
に
な

っ
て
い
る
」
と
い
う
。

鳥
取
市
は
1
市
8
町
村
の

合
併
を
経
て
、
30
年
4
月
に

中
核
市
に
移
行
。
約
19
万
人

の
人
口
は
中
核
市
の
中
で
最

も
少
な
い
。
山
陰
東
部
の
中

心
と
し
て
周
辺
自
治
体
と
連

携
し
な
が
ら
少
子
高
齢
・
人

口
減
少
の
波
を
乗
り
切
ろ
う

と
し
て
い
る
。
今
年
11
月
の

新
庁
舎
開
庁
を
目
指
し
、
工

事
が
進
む
。
「
移
転
後
、
早

い
時
期
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
活
用
し
た
議
会
運
営
を
行

う
よ
う
議
会
改
革
検
討
委
員

会
で
話
し
合
っ
て
い
る
。
議

会
改
革
の
最
終
的
な
目
標
は

市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
率

向
上
。
多
く
の
市
民
が
議
会

に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
投
票

行
動
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
か

ら
も
地
道
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
前
職
は

合
併
で
鳥
取
市
に
編
入
さ
れ

た
河
原
町
の
職
員
。
町
議
会

事
務
局
長
を
10
年
間
務
め
、

鳥
取
市
職
員
と
し
て
退
職
し

た
。
「
議
員
と
議
会
事
務
局

は
お
互
い
の
信
頼
が
重
要
」

と
話
す
。
健
康
法
は
少
年
時

代
か
ら
70
歳
を
超
え
た
今
も

続
け
て
い
る
軟
式
野
球
。
還

暦
や
古
希
の
大
会
に
選
手
と

し
て
出
場
。
県
外
遠
征
も
あ

り
、
「
今
シ
ー
ズ
ン
も
頑
張

る
ぞ
」
と
気
合
を
入
れ
て
い

る
。
73
歳
。

※
年
表
記
が
な
い
も
の
は
31
年

▼
議
長

▽
阿
波森

本
節
弘（
30
・
4
・
13
）

▽
十
和
田

竹
島
勝
昭（
1
・
11
）

▽
八
千
代

林
隆
文（
1
・
16
）

▽
釧
路

草
島
守
之（
1
・
18
）

▽
香
取

田
山
一
夫（
1
・
21
）

▽
三
沢

舩
見
亮
悦（
1
・
31
）

▽
横
須
賀

田
辺
昭
人（
1
・
31
）

▽
菊
川

松
本
正
幸（
1
・
31
）

▽
西
東
京

田
中
の
り
あ
き（
2
・
1
）

▽
福
津

江
上
隆
行（
2
・
1
）

▽
小
諸

竹
内
健
一（
2
・
4
）

▽
か
す
み
が
う
ら

加
固
豊
治（
2
・
4
）

▽
田
原

大
竹
正
章（
2
・
4
）

▽
倉
敷

斎
藤
武
次
郎（
2
・
4
）

▽
下
呂

各
務
吉
則（
2
・
5
）

▽
御
坊

向
井
孝
行（
2
・
5
）

▽
茨
木

下
野

巖（
2
・
7
）

▽
つ
が
る

平
川
豊（
2
・
13
）

▼
副
議
長

▽
阿
波樫

原

伸（
30
・
4
・
13
）

▽
十
和
田

野
月
一
博（
1
・
11
）

▽
八
千
代

大
塚
裕
介（
1
・
16
）

▽
香
取

田
代
一
男（
1
・
21
）

▽
菊
川

鈴
木
啓
之（
1
・
31
）

▽
福
津

米
山

信（
2
・
1
）

▽
小
諸

柏
木
今
朝
男（
2
・
4
）

▽
田
原

森
下
田
嘉
治（
2
・
4
）

▽
倉
敷

三
村
英
世（
2
・
4
）

▽
名
取

菊
地

忍（
2
・
5
）

▽
御
坊

松
本
隆
史（
2
・
5
）

▽
茨
木

塚

理（
2
・
7
）

▽
つ
が
る

小
笠
原
忍（
2
・
13
）

▼
事
務
局
長

▽
小
牧舟

橋
逸
喜（
30
・
4
・
1
）

▽
田
原鈴

木

亨（
30
・
4
・
1
）

議議
会会
人人
事事

議議
運運
委委
のの
定定
例例
会会
総総
括括
でで
成成
果果

鳥取市

改改
革革
のの
最最
終終
目目
標標
はは
投投
票票
率率
向向
上上

山山
田田
副副
会会
長長
イイ
ンン
タタ
ビビ
ュュ
ーー新庁舎完成イメージ図の前に立つ山田議長

バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
で
構
え
る

山
田
選
手
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